
医師の異動

緊 急 ホ ッ ト ラ イ ン

 ☎ 全ての重症疾患もしくは受け入れ先に迷ったら

　医療関係者専用の各科医師への直通電話です。24時間365日、交換手を通さず、各科医師に直接かかり
ます。緊急症例、診療のご相談など何でもお気軽にお電話ください。
※ 医療機関専用ホットラインとなっておりますので、この電話番号を患者さんへ提供することはお控えください。

▶循環器疾患と思ったら ……080-2475-7380（循環器内科医師）
▶脳疾患と思ったら …………080-2529-8239（脳神経外科医師）
▶画像転送用アドレス ……… https://www.hosp.hyo-med.ac.jp/

0798-45-6812（救急科医師）

●リハビリテーション科
宮部 由利
●総合診療内科
庄嶋 健作

●乳腺・内分泌外科
藤本 由希枝

●リハビリテーション科
竹田 倫世

着任 2022年10月1日～12月1日付 退任 2022年9月30日～2022年11月30日付

　当院では、ハッピーマンデーの一部（敬老の日、成人の日）を開院日とし、安心・安全な
医療の提供を整えております。
　2022年度は、下記の祝日を通常の診療体制といたしますので、お知らせいたします。

開院日に
ついて

・ 成人の日　2023年1月9日（月）
※ 上記開院日につきましては、紹介予約受付時間を8時30分～16時45分とさせていただきますので、
ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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新システム･MIPSを導入し、
手術の安全性を向上
　当院では、MIPS（Medical Imaging Projection System）と
いう装置を世界に先駆けて導入しています。MIPSとは、プロジェ
クションマッピングの技術を応用し、患者の体表や臓器にリアルタ
イムで手術ガイド情報を投影できるシステムです。
　当院では現在、肝・胆・膵外科、上部消化管外科、乳腺･内分泌外科
でMIPSを活用し、安全かつ正確な手術に役立てています。また、手
術時間の短縮によって患者さんの負担軽減にもつながっています。
　今後も、さまざまな診療科においてMIPSの応用を広げていくこ
とはもちろん、最先端の技術を積極的に取り入れ、当院だからこそ
できる治療を提供していきますので、地域の先生方が治療に難渋
していることがあれば、ぜひご相談いただければと思います。

永橋 昌幸乳腺・内分泌外科　臨床准教授／医局長

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1－1
TEL（0798）45-6111（大代表）

ＴＥＬ：0798－45－6035（直通）　ＦＡＸ：0798－45－6002（直通）
編集・発行　2022年12月　兵庫医科大学病院　医療支援センター

第21回 地域医療懇談会
日時 2022年10月15日（土）　15:30～17:00
場所 兵庫医科大学平成記念会館（西宮キャンパス）

　2022年10月15日、平成記念会館において「第21回 地域
医療懇談会」を開催しました。本懇談会は、地域の医療機関と
の病診･病病連携を深め、社会が求めるより良い医療環境の充
実に努めるため、毎年開催しています。今年度は会場に加え、オ
ンラインでも併行開催し、「当院の現況」、「医療支援センター
のとりくみ」の他、4名の医師より「新しい機器を使った診療の
とりくみ」の紹介や今年着任した2名の診療部長より各科の特
色についての講演を行いました。各医療機関から医療関係者
49名、兵庫医科大学病院関係者11名、合計60名の参加があ
り、盛会のうちに閉会しました。



開催日 講  師 セミナー演題

兵医サタデーモーニングセミナーとは？
　毎月第1土曜日の早朝に、医師および医療関係者を
対象として開催している30分間のオンラインセミナー
です。実際に現場で治療をしている各診療科の医師
より、当院での取り組みや最新情報をお届けします。
また、当セミナーは「日本医師会生涯教育制度」の単位
認定（1回につき0.5単位）が可能です。他科の治療に
関するテーマにも是非お気軽にご参加ください。

費用は無料です（キャンセル手続等もございません）　

zoomミーティングにて開催します　

日医生涯教育制度の単位認定（0.5単位）が可能です
（当日ご参加いただいた方のみ）

講演内容について、お気軽にご質問いただけます

　近年、糖尿病の「診療の質」は大きく変化しており、血糖値が良ければOK
という時代ではありません。血糖を管理しながら全身の代謝管理を同時に
考えることが重要です。
　当科では、合併症も含めたトータルケアに力を入れています。眼や神経、
腎臓の障害や、心筋梗塞、脳梗塞といった合併症に対して評価を行うほか、
糖尿病と関連が深いと言われている認知症や睡眠障害に対する評価も実
施しています。
　トータルケアのシステムで、まだ研究的な一部の検査
は患者負担なしで行っています。治療方針の見直しやさ
まざまな病気の早期発見にもつながるので、患者さんは
もちろん地域の先生方にとってもプラスの面が大きいの
ではないでしょうか。ぜひ多くの先生にこのシステムを活
用していただければと思います。

糖尿病診療の進歩と地域連携の重要性
第15回 2023年1月7日（土）

小山 英則糖尿病･内分泌･代謝内科  診療部長

兵医サタデーモーニングセミナー

　慢性腎臓病（CKD）の患者は年々増加傾向にあります。日本では成
人の約8人に1人に該当する1,300万人を超えると推計されており、
CKDの早期発見や重症化予防は喫緊の課題です。
　CKDの診療には、かかりつけ医と腎臓内科との良好な連携が欠か
せません。CKDの原因疾患は多岐にわたり、管理方法も病期によって
異なるため、腎臓内科の専門医がお役に立てる場合があります。また
近年は、経口腎性貧血治療薬やSGLT2阻害薬といった新しい薬剤が
認可され、CKD治療の幅が広がっているため、非専門の先生方が診療
に苦慮するケースも多いと予想されます。
　当科では、早期から末期まで腎疾患のさまざまな病期に対応し、行
政と連携したCKD対策にも積極的に取り組んでいますので、CKDの
診療で難渋された時にはぜひ気軽にご相談ください。

慢性腎臓病における
地域医療連携の重要性

第16回 2023年2月4日（土）

倉賀野 隆裕腎･透析内科  診療部長

専門分野
●日本透析医学会 透析専門医　●日本腎臓学会 腎臓専門医　●日本内科学会 認定内科医　●一般社団法人日本透析医学会 役員
●日本腎臓リハビリテーリョン学会 理事　●医学博士（2003年）

●腎不全　●血液透析療法

資　　格

専門分野
●日本内科学会 認定医・指導医　●日本内分泌代謝学会 内分泌代謝科専門医・指導医　●日本糖尿病学会 糖尿病専門医・研修指導医
●日本動脈硬化学会 専門医・指導医　●内分泌代謝・糖尿病内科 領域研修指導医　●医学博士（1993年）

●内科、糖尿病　●内分泌疾患（脳下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎疾患）　●動脈硬化（閉塞性動脈硬化症、脂質異常症、高血圧、メタボリックシンドローム、肥満）

資　　格

　近年の高齢化に伴い、食道がん患者も高齢化し、既往・併存疾患も複雑
化しています。また、この数年はCOVID19の影響で検診を控える方が多
いためか、より進行した段階での受診が増えている印象があり、治療法に
頭を悩まされる「一筋縄ではいかない」症例が増えていると感じます。
　当科では、消化管内科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、形成外科など他科と
連携を取りながら、複雑・多様化する食道がんの治療にあたっています。
日本内視鏡外科学会技術認定医が多く在籍していることや、MIPS
（Medical Imaging Projection System）という新システ
ムを導入していることなど、マンパワーや設備面も充実して
います。
　このように十分な環境を整えた上で、最善の結果を提供で
きるように常に全力を尽くしていますので、難しい症例でも
ぜひ当院にご相談いただければと思います。

複雑・多様化する食道癌に挑む
第17回 2023年3月4日（土）

倉橋 康典上部消化管外科  講師

専門分野
●日本外科学会（専門医・指導医）　●日本消化器外科学会（専門医・指導医・消化器がん外科治療認定医）　●日本内視鏡外科学会（技術認定医）
●日本食道学会（食道科認定医）　●日本肥満症治療学会（評議員）　●da Vinci コンソールサージャンライセンス取得者

●消化器；食道・胃・十二指腸

資　　格

アーカイブ動画（期間限定配信）

第12回 2022年10月15日 長期生存を目指した
肝胆膵外科治療廣野 誠子

肝･胆･膵外科 診療部長

第13回 2022年11月19日 垣淵 正男
形成外科 診療部長

第14回 2022年12月3日 鼻疾患の治療
～鼻の機能と疾患の治療の大切さ～都築 建三

耳鼻咽喉科･頭頸部外科

※「兵医サタデーモーニングセミナー」は医師及び医療従事者を対象とした動画配信セミナーです。
　提供している情報は専門的なものであり、一般の方への情報提供を目的としたものではございませんので、あらかじめご了承ください。

診療部長

“顔”と“体表”の疾患

地域医療連携だより　2022年冬号 2022年冬号　地域医療連携だより



開催日 講  師 セミナー演題

兵医サタデーモーニングセミナーとは？
　毎月第1土曜日の早朝に、医師および医療関係者を
対象として開催している30分間のオンラインセミナー
です。実際に現場で治療をしている各診療科の医師
より、当院での取り組みや最新情報をお届けします。
また、当セミナーは「日本医師会生涯教育制度」の単位
認定（1回につき0.5単位）が可能です。他科の治療に
関するテーマにも是非お気軽にご参加ください。

費用は無料です（キャンセル手続等もございません）　

zoomミーティングにて開催します　

日医生涯教育制度の単位認定（0.5単位）が可能です
（当日ご参加いただいた方のみ）

講演内容について、お気軽にご質問いただけます

　近年、糖尿病の「診療の質」は大きく変化しており、血糖値が良ければOK
という時代ではありません。血糖を管理しながら全身の代謝管理を同時に
考えることが重要です。
　当科では、合併症も含めたトータルケアに力を入れています。眼や神経、
腎臓の障害や、心筋梗塞、脳梗塞といった合併症に対して評価を行うほか、
糖尿病と関連が深いと言われている認知症や睡眠障害に対する評価も実
施しています。
　トータルケアのシステムで、まだ研究的な一部の検査
は患者負担なしで行っています。治療方針の見直しやさ
まざまな病気の早期発見にもつながるので、患者さんは
もちろん地域の先生方にとってもプラスの面が大きいの
ではないでしょうか。ぜひ多くの先生にこのシステムを活
用していただければと思います。

糖尿病診療の進歩と地域連携の重要性
第15回 2023年1月7日（土）

小山 英則糖尿病･内分泌･代謝内科  診療部長

兵医サタデーモーニングセミナー

　慢性腎臓病（CKD）の患者は年々増加傾向にあります。日本では成
人の約8人に1人に該当する1,300万人を超えると推計されており、
CKDの早期発見や重症化予防は喫緊の課題です。
　CKDの診療には、かかりつけ医と腎臓内科との良好な連携が欠か
せません。CKDの原因疾患は多岐にわたり、管理方法も病期によって
異なるため、腎臓内科の専門医がお役に立てる場合があります。また
近年は、経口腎性貧血治療薬やSGLT2阻害薬といった新しい薬剤が
認可され、CKD治療の幅が広がっているため、非専門の先生方が診療
に苦慮するケースも多いと予想されます。
　当科では、早期から末期まで腎疾患のさまざまな病期に対応し、行
政と連携したCKD対策にも積極的に取り組んでいますので、CKDの
診療で難渋された時にはぜひ気軽にご相談ください。

慢性腎臓病における
地域医療連携の重要性

第16回 2023年2月4日（土）

倉賀野 隆裕腎･透析内科  診療部長

専門分野
●日本透析医学会 透析専門医　●日本腎臓学会 腎臓専門医　●日本内科学会 認定内科医　●一般社団法人日本透析医学会 役員
●日本腎臓リハビリテーリョン学会 理事　●医学博士（2003年）

●腎不全　●血液透析療法

資　　格

専門分野
●日本内科学会 認定医・指導医　●日本内分泌代謝学会 内分泌代謝科専門医・指導医　●日本糖尿病学会 糖尿病専門医・研修指導医
●日本動脈硬化学会 専門医・指導医　●内分泌代謝・糖尿病内科 領域研修指導医　●医学博士（1993年）

●内科、糖尿病　●内分泌疾患（脳下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎疾患）　●動脈硬化（閉塞性動脈硬化症、脂質異常症、高血圧、メタボリックシンドローム、肥満）

資　　格

　近年の高齢化に伴い、食道がん患者も高齢化し、既往・併存疾患も複雑
化しています。また、この数年はCOVID19の影響で検診を控える方が多
いためか、より進行した段階での受診が増えている印象があり、治療法に
頭を悩まされる「一筋縄ではいかない」症例が増えていると感じます。
　当科では、消化管内科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、形成外科など他科と
連携を取りながら、複雑・多様化する食道がんの治療にあたっています。
日本内視鏡外科学会技術認定医が多く在籍していることや、MIPS
（Medical Imaging Projection System）という新システ
ムを導入していることなど、マンパワーや設備面も充実して
います。
　このように十分な環境を整えた上で、最善の結果を提供で
きるように常に全力を尽くしていますので、難しい症例でも
ぜひ当院にご相談いただければと思います。

複雑・多様化する食道癌に挑む
第17回 2023年3月4日（土）

倉橋 康典上部消化管外科  講師

専門分野
●日本外科学会（専門医・指導医）　●日本消化器外科学会（専門医・指導医・消化器がん外科治療認定医）　●日本内視鏡外科学会（技術認定医）
●日本食道学会（食道科認定医）　●日本肥満症治療学会（評議員）　●da Vinci コンソールサージャンライセンス取得者

●消化器；食道・胃・十二指腸

資　　格

アーカイブ動画（期間限定配信）

第12回 2022年10月15日 長期生存を目指した
肝胆膵外科治療廣野 誠子

肝･胆･膵外科 診療部長

第13回 2022年11月19日 垣淵 正男
形成外科 診療部長

第14回 2022年12月3日 鼻疾患の治療
～鼻の機能と疾患の治療の大切さ～都築 建三

耳鼻咽喉科･頭頸部外科

※「兵医サタデーモーニングセミナー」は医師及び医療従事者を対象とした動画配信セミナーです。
　提供している情報は専門的なものであり、一般の方への情報提供を目的としたものではございませんので、あらかじめご了承ください。

診療部長

“顔”と“体表”の疾患

地域医療連携だより　2022年冬号 2022年冬号　地域医療連携だより



医師の異動

緊 急 ホ ッ ト ラ イ ン

 ☎ 全ての重症疾患もしくは受け入れ先に迷ったら

　医療関係者専用の各科医師への直通電話です。24時間365日、交換手を通さず、各科医師に直接かかり
ます。緊急症例、診療のご相談など何でもお気軽にお電話ください。
※ 医療機関専用ホットラインとなっておりますので、この電話番号を患者さんへ提供することはお控えください。

▶循環器疾患と思ったら ……080-2475-7380（循環器内科医師）
▶脳疾患と思ったら …………080-2529-8239（脳神経外科医師）
▶画像転送用アドレス ……… https://www.hosp.hyo-med.ac.jp/

0798-45-6812（救急科医師）

●リハビリテーション科
宮部 由利

●総合診療内科
庄嶋 健作

●乳腺・内分泌外科
藤本 由希枝

●リハビリテーション科
竹田 倫世

着任 2022年10月1日～12月1日付 退任 2022年9月30日～2022年11月30日付

　当院では、ハッピーマンデーの一部（敬老の日、成人の日）を開院日とし、安心・安全な
医療の提供を整えております。
　2022年度は、下記の祝日を通常の診療体制といたしますので、お知らせいたします。

開院日に
ついて

・ 成人の日　2023年1月9日（月）
※ 上記開院日につきましては、紹介予約受付時間を8時30分～16時45分とさせていただきますので、
ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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新システム･MIPSを導入し、
手術の安全性を向上
　当院では、MIPS（Medical Imaging Projection System）と
いう装置を世界に先駆けて導入しています。MIPSとは、プロジェ
クションマッピングの技術を応用し、患者の体表や臓器にリアルタ
イムで手術ガイド情報を投影できるシステムです。
　当院では現在、肝・胆・膵外科、上部消化管外科、乳腺･内分泌外科
でMIPSを活用し、安全かつ正確な手術に役立てています。また、手
術時間の短縮によって患者さんの負担軽減にもつながっています。
　今後も、さまざまな診療科においてMIPSの応用を広げていくこ
とはもちろん、最先端の技術を積極的に取り入れ、当院だからこそ
できる治療を提供していきますので、地域の先生方が治療に難渋
していることがあれば、ぜひご相談いただければと思います。

永橋 昌幸乳腺・内分泌外科　臨床准教授／医局長

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1－1
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第21回 地域医療懇談会
日時 2022年10月15日（土）　15:30～17:00
場所 兵庫医科大学平成記念会館（西宮キャンパス）

　2022年10月15日、平成記念会館において「第21回 地域
医療懇談会」を開催しました。本懇談会は、地域の医療機関と
の病診･病病連携を深め、社会が求めるより良い医療環境の充
実に努めるため、毎年開催しています。今年度は会場に加え、オ
ンラインでも併行開催し、「当院の現況」、「医療支援センター
のとりくみ」の他、4名の医師より「新しい機器を使った診療の
とりくみ」の紹介や今年着任した2名の診療部長より各科の特
色についての講演を行いました。各医療機関から医療関係者
49名、兵庫医科大学病院関係者11名、合計60名の参加があ
り、盛会のうちに閉会しました。


